五十嵐梅夫・濱藻と俳諧一枚摺 by 塚本 照美
五
十
嵐
梅
夫
・
濱
藻
と
俳
諧
一
枚
摺
塚
本
照
美
は
じ
め
に
五
十
嵐
梅
夫
は
武
州
大
谷
村
（
現
、
東
京
都
町
田
市
南
大
谷
）
の
俳
人
で
あ
る
。
名
を
五
十
嵐
伝
兵
衛
孝
則
、
俳
号
を
梅
夫
ま
た
は
桑
園
と
称
し
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
六
十
三
歳
で
逝
去
。
梅
夫
の
生
ま
れ
育
っ
た
大
谷
村
は
、
幕
末
に
至
る
ま
で
旗
本
久
留
忠
兵
衛
正
吉
の
知
行
村
で
あ
っ
た
。
五
十
嵐
家
は
そ
の
旗
本
領
の
名
主
を
代
々
勤
め
、
近
在
に
知
ら
れ
た
素
封
家
で
あ
っ
た
。
梅
夫
の
父
は
祇
室
と
号
す
る
加
舎
白
雄
の
門
人
で
、
梅
夫
も
白
雄
門
の
一
人
で
あ
っ
た
。
娘
濱
藻
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
女
流
俳
諧
師
。
名
は
茂
代
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
武
州
大
谷
村
で
生
ま
れ
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
七
十
七
歳
で
逝
去
し
た
。
濱
藻
も
父
梅
夫
の
影
響
を
受
け
、幼
き
頃
か
ら
俳
諧
に
親
し
ん
だ
。
濱
藻
の
句
の
初
出
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
成
美
編
の
『
く
ら
ま
も
っ
こ(1)
』
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
七
五
三
長
斎
編
纂
の
『
万
家
人
名
録(2)
』
に
は
父
は
名
の
み
で
、
娘
濱
藻
は
絵
姿
と
讃
句
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
梅
夫
・
濱
藻
父
娘
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
西
国
行
脚
の
旅
に
出
た(3)
。
肥
前
国
長
崎
、
豊
前
、
筑
後
、
筑
前
、
備
後
・
小
豆
島
・
難
波
・
京
・
伊
勢
・
近
江
・
尾
張
の
各
地
を
回
り
、
旅
先
の
各
地
で
俳
諧
を
通
じ
て
そ
の
地
の
人
々
と
交
流
し
、
発
句
・
連
句
作
品
を
残
し
た
。
そ
れ
ら
に
基
き
、
梅
夫
は
井
上
士
朗
の
序
を
冠
し
て
『
草
神
楽
』
を
刊
行
し
、
娘
濱
藻
も
女
性
ば
か
り
の
俳
諧
連
句
集
『
八
重
山
吹(4)
』
を
、
近
江
の
志
宇
の
序
を
戴
い
て
刊
行
し
た
。
梅
夫
・
濱
藻
父
娘
は
武
州
大
谷
村
の
俳
人
で
は
あ
っ
た
が
、
化
政
期
に
お
い
て
、
一
茶
・
成
美(5)
・
道
彦(6)
ら
、
当
代
の
代
表
的
な
俳
諧
師
と
交
流
し
て
い
た
。
一
、
歌
舞
伎
顔
見
世
番
付
を
模
し
た
一
枚
摺
梅
夫
・
濱
藻
の
二
人
が
多
く
の
俳
人
と
一
緒
に
描
か
れ
て
い
る
一
枚
の
摺
物
が
あ
る(7)
。
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
、
雲
英
末
雄
氏
は
「
多
色
摺
の
歴
史
と
俳
諧
一
枚
摺
を
め
ぐ
っ
て(8)
」
の
中
で
、「
俳
諧
一
枚
摺
が
意
識
的
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宝
永
五
年
以
降
で
、（
中
略
）
鈴
木
春
信
が
絵
暦
に
よ
っ
て
錦
絵
を
創
始
し
た
明
和
以
後
江
戸
で
も
上
方
で
も
多
色
摺
の
俳
諧
一
枚
摺
が
流
行
し
始
め
る
。
次
い
で
、
寛
政
初
年
か
ら
文
化
・
文
政
期
に
か
け
て
急
速
な
流
行
を
見
る
よ
う
に
な
り
（
後
略
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
摺
物
は
、
書
肆
が
一
般
に
－ 37 －
販
売
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
宗
匠
や
同
好
の
士
が
画
家
に
頼
み
、
あ
る
い
は
自
分
で
描
き
、
そ
れ
を
彫
師
に
彫
ら
せ
、
摺
師
に
摺
ら
せ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
お
互
い
に
交
換
し
合
っ
て
楽
し
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
趣
味
的
な
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
」と
も
述
べ
て
い
る
。
梅
夫
・
濱
藻
入
集
の
一
枚
摺
は
、
「
甲
子
十
月
十
日
」
の
越
後
か
ら
の
道
彦
の
消
息
が
記
さ
れ
て
い
る
物(9)
や
文
化
八
年
に
尾
張
の
士
朗
の
古
希
を
祝
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
雲
帯
発
行
の
も
の()
が
あ
る
が
、
歌
舞
10
伎
顔
見
世
番
付
を
模
し
た
一
枚
摺
は
こ
の
ほ
か
に
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
一
枚
摺
の
大
名
題
は
「
日
本
俳
諧
根
元
」。
座
本
は
「
蕉
翁
座
」。
ワ
キ
の
言
葉
は
「
正
風
一
体
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
三
行
の
割
り
書
き
「
元
禄
年
間
よ
り
盛
行
／
今
文
化
七
庚
ノ
午
半
迄
／
凡
百
廿
有
余
年
相
続
」
と
あ
る
。
四
十
人
の
俳
人
の
真
ん
中
に
は
、
喜
年
が
「
風
流
之
巻
」
と
書
か
れ
た
掛
物
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
一
枚
摺
に
は
「
今
文
化
七
庚
ノ
午
半
」
や
「
蕉
風
一
躰
」
の
書
入
れ
が
あ
る
。
こ
の
摺
物
が
、
梅
夫
・
濱
藻
父
娘
の
西
国
へ
の
旅
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
な
お
こ
の
摺
物
に
は
題
名
が
な
い
の
で
、
大
名
題
の
文
字
か
ら
便
宜
上
「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
と
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
二
、「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
の
検
証
大
名
題
に
は
「
日
本
俳
諧
根
元
」
と
あ
り
、「
蕉
風
一
躰
」
の
語
を
伴
う
。
芭
蕉
の
眠
る
粟
津
の
義
仲
寺
を
中
心
と
し
て
芭
蕉
讃
仰
熱
が
高
ま
り
、
芭
蕉
忌
日
の
十
月
十
二
日
に
催
さ
れ
る
追
善
の
会
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
会
が
「
時
雨
会
」
で
あ
り
、
霊
前
に
捧
げ
ら
れ
た
出
座
の
面
々
に
よ
る
連
句
や
発
句
、
諸
国
俳
人
の
寄
進
句
を
記
録
し
た
物
が
『
時
雨
会
集()
』
で
あ
る
。『
時
雨
会
11
集
』
は
芭
蕉
没
後
七
十
年
経
っ
た
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
近
江
の
浮
巣
庵
文
素
に
よ
っ
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
、
宝
暦
以
後
毎
年
行
わ
れ
、
天
保
五
年
ま
で
の
長
期
に
及
ん
で
い
る
。
芭
蕉
没
後
の
享
保
期
に
、
俳
諧
の
大
衆
化
が
進
み
、
天
明
期
（
芭
蕉
没
後
七
十
年
か
ら
百
年
の
時
期
）
に
は
、
蕪
村
を
筆
頭
に
樗
良
、
暁
台
ら
が
、
俳
諧
の
堕
落
を
嘆
き
、
芭
蕉
に
帰
れ
と
活
躍
し
た
。
そ
の
後
蝶
夢
が
芭
蕉
七
十
回
忌
法
要
に
粟
津
の
義
仲
寺
を
訪
れ
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
三
）
に
芭
蕉
百
回
忌
を
盛
大
に
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
摺
物
に
お
い
て
、
芭
蕉
を
顕
彰
す
る
言
葉
が
「
日
本
俳
諧
根
元
」
と
「
蕉
風
一
躰
」「
蕉
翁
座
」
で
あ
る
。
で
は
、
名
題
下
の
割
書
き
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。「
元
禄
年
間
よ
り
」
－ 38 －
と
は
、
元
禄
七
年
十
月
十
二
日
、
芭
蕉
が
義
仲
寺
に
埋
葬
さ
れ
て
か
ら
の
意
を
表
す
「
元
禄
」
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
天
明
三
年
刊
の
『
時
雨
会
集
』
の
序
文
に
は
「
元
禄
七
年
当
寺
に
埋
葬
し
奉
り
し
頃
〜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
文
化
七
庚
午
半
迄
」
は
こ
の
「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
が
摺
ら
れ
た
時
が
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
の
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
元
禄
年
間
よ
り
盛
行
／
文
化
七
庚
午
半
迄
／
凡
百
廿
有
余
年
相
続
」と
は
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）
十
月
十
二
日
に
芭
蕉
が
入
滅
し
て
以
来
「
凡
百
廿
有
余
年
相
続
」
と
、
ず
っ
と
芭
蕉
翁
顕
彰
の
流
れ
は
続
い
て
い
る
と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
枚
摺
で
、
梅
夫
は
画
面
左
端
に
描
か
れ
、
濱
藻
は
ほ
ぼ
真
ん
中
の
前
面
に
位
置
し
て
い
る
。
濱
藻
の
周
り
に
は
、
信
州
の
柳
荘
、
江
州
の
野
秀
。
信
州
の
素
檗
、
奥
州
の
平
角
。
巻
物
を
手
に
し
て
い
る
外
宮
の
鶴
鳴
、
三
井
寺
の
千
影
な
ど
当
時
の
重
鎮
が
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
こ
の
一
枚
摺
に
は
他
に
ど
の
よ
う
な
俳
人
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
描
か
れ
て
い
る
俳
人
を
右
端
か
ら
順
を
追
っ
て
検
証
す
る
。
な
お
検
証
す
る
に
当
た
り
、
当
時
の
人
物
評
価
で
あ
り
、
現
存
人
名
録
と
も
い
う
べ
き
『
万
家
人
名
録
』
と
〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉（
文
化
八
年()
）
の
記
載
事
項
12
を
基
に
し
た
。
右
端
、
最
後
列
は
季
東
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
共
に
記
載
は
な
い
。
当
時
は
伊
勢
四
日
市
・
伊
勢
神
戸
藩
主
本
多
候
の
賄
御
用
で
俳
諧
を
士
朗
に
学
ん
だ
俳
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
に
は
吾
友
が
描
か
れ
て
い
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
秋
山
氏
。
俗
称
八
十
八
。
住
于
肥
前
国
長
崎
・
号
秋
之
庵
」と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
前
頭
二
十
六
枚
目
に
記
載
が
あ
り
肥
前
の
国
で
力
の
有
っ
た
俳
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
前
は
大
津
の
烏
頂
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
井
口
氏
。
号
関
井
・
通
称
井
口
市
郎
右
衛
門
」
の
記
載
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
）
に
は
東
の
方
前
頭
六
十
二
枚
目
に
記
載
が
あ
る
。
逢
坂
関
走
井
の
名
物
餅
屋
で
、
俳
諧
は
長
夢
門
人
。「
時
雨
会
」
の
常
連
で
あ
っ
た
。
右
端
二
段
目
は
飛
騨
の
儲
史
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
坂
田
氏
。
俗
称
長
三
郎
。
飛
騨
州
高
山
人
」
の
記
載
が
あ
り
、〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
八
枚
目
と
い
う
高
い
位
置
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
右
端
の
最
前
列
は
友
鳳
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
と
も
に
記
載
が
な
い
が
、『
尾
張
俳
人
考
』
に
は
「
名
古
屋
・
湖
月
庵
・
前
田
」
と
記
載
が
あ
る
。
右
端
よ
り
二
列
め
は
江
州
の
亜
渓
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』に
は「
奥
村
氏
。
称
俊
治
近
江
国
平
松
処
士
」
と
あ
り
、
当
時
は
代
官
で
あ
っ
た
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
記
載
は
な
い
。
そ
の
亜
渓
の
前
に
は
妻
で
あ
る
志
宇
女
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一
枚
摺
に
は
女
性
は
濱
藻
と
志
宇
だ
け
で
あ
る
。
志
宇
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
関
氏
。
号
美
松
。
江
州
亜
渓
室
志
宇
。
子
貞
幹
。
又
好
和
漢
書
。
夕
詞
才
能
和
歌
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
記
載
が
な
い
が
、〈
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付()
〉
に
13
は
濱
藻
と
志
宇
は
東
西
は
分
け
る
が
、同
じ
位
の
西
の
方
前
頭
十
二
枚
目
に「
江
州
志
宇
女
」
と
記
載
が
あ
る
。
志
宇
と
同
じ
段
位
に
は
尾
張
の
大
商
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
商
は
『
万
家
人
名
録
』〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
共
に
記
載
は
な
い
。
そ
の
前
面
に
は
芳
之
が
い
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
通
称
寺
村
与
左
衛
門
。
近
江
国
八
幡
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
記
載
が
な
い
が
〈
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
〉
に
は
西
前
頭
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二
十
四
枚
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
列
目
の
最
前
段
は
雨
塘
で
あ
る
。
白
雄
の
高
弟
で
本
業
は
廻
船
問
屋
。
道
彦
没
後
江
戸
に
出
て
、
金
令
舎
を
継
ぐ
。
晩
年
は
如
帛
と
改
号
し
た
俳
人
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
「
小
河
原
氏
。
称
七
郎
兵
衛
。
下
総
州
曽
我
野
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
記
載
は
な
い
。
三
列
目
の
最
後
段
は
大
坂
丹
頂
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
「
澤
田
氏
。
号
霍
舎
・
俗
称
俵
屋
幸
助
。
大
阪
堂
島
米
賈
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
東
の
方
前
頭
六
十
三
枚
目
に
記
載
が
あ
る
。
丹
頂
の
前
は
袈
裟
の
衣
を
付
け
、
奉
書
ら
し
き
物
を
手
に
し
て
、
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
三
井
寺
千
影
で
あ
る
。
蝶
夢
門
人
で
あ
り
、
三
井
寺
円
満
坊
の
寺
侍
と
し
て
義
仲
寺
の
管
理
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
三
井
寺
長
等
山
下
。
号
敲
月
居
」
の
記
載
が
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
記
載
は
な
い
。
丹
頂
の
前
に
は
大
津
の
申
斎
が
続
く
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
福
田
氏
。
号
清
風
庵
。
住
于
近
江
大
津
米
屋
町
」
五
来
と
も
号
す
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
、
前
頭
五
十
七
枚
目
に
記
載
あ
り
。
信
州
の
柳
荘
は
そ
の
前
に
い
る
。
柳
荘
は
善
光
寺
代
官
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
今
井
氏
。
号
鷗
翁
。
信
州
善
光
寺
代
官
人
。
文
化
八
年
辛
未
年
没
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
十
八
枚
目
に
、〈
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
〉
に
は
板
元
と
し
て
の
記
載
が
あ
り
、
化
政
期
信
州
を
代
表
す
る
俳
人
で
あ
っ
た
。
三
列
目
最
前
段
は
筆
を
手
に
し
た
奥
州
の
平
角
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
氏
平
野
。
号
楳
園
。
奥
州
南
部
盛
岡
処
士
」
の
記
載
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
東
の
方
前
頭
六
枚
目
と
い
う
高
い
位
置
で
の
記
載
で
あ
る
。
右
端
か
ら
四
列
目
に
は
江
戸
春
蟻
、
野
秀
、
濱
藻
が
描
か
れ
て
い
る
。
春
蟻
は
江
戸
新
河
新
堀
の
人
で
、
武
州
八
王
子
の
出
身
。
諸
国
に
連
絡
網
を
持
ち
、
情
報
通
と
し
て
知
ら
れ
た
俳
人
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
「
井
上
氏
。
名
蟻
庵
。
号
臨
界
。
称
十
次
郎
・
好
詩
詞
。」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
世
話
人
と
い
う
高
い
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
野
秀
は
尾
張
の
俳
人
で
、『
八
重
山
吹
』
の
中
で
濱
藻
と
両
吟
歌
仙
を
巻
い
た
素
月
の
夫
で
あ
る
。
妻
で
あ
る
素
月
は
「
加
島
九
右
衛
門
室
。
尾
州
城
北
安
井
村
人
」
と
『
万
家
人
名
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
野
秀
は
『
万
家
人
名
録
』
〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
共
に
記
載
は
な
い
。
濱
藻
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
東
都
人
五
十
嵐
梅
夫
女
」
の
記
載
が
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
記
載
は
な
い
が
、〈
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
〉
東
の
方
前
頭
十
三
枚
目
と
い
う
高
い
位
置
に
「
江
戸
浜
も
女
」
と
あ
る
中
央
は
三
人
の
俳
人
が
大
き
く
描
か
れ
、
後
ろ
よ
り
衣
冠
束
帯
に
仁
王
立
ち
し
、
巻
物
を
手
に
し
て
い
る
外
宮
の
鶴
鳴
。
そ
の
前
は
信
濃
の
素
檗
、
そ
れ
に
越
後
の
左
琴
で
あ
る
。
鶴
鳴
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
松
田
氏
。
名
幸
慶
。
号
西
竹
庵
。
称
与
吉
。
勢
州
山
田
祗
官
」
と
あ
り
、〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
二
十
二
枚
目
と
記
載
が
あ
る
。
素
檗
は
信
州
上
諏
訪
の
裕
福
な
油
問
屋
の
主
人
で
俳
諧
を
士
朗
に
学
ん
だ
。
寛
政
か
ら
文
政
に
か
け
て
知
名
俳
人
の
番
付
で
は
常
に
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
信
濃
国
上
諏
訪
人
。
俗
称
島
谷
太
郎
右
衛
門
」
と
あ
る
。
中
央
最
前
列
は
頭
陀
袋
を
首
か
ら
下
げ
、
短
冊
を
手
に
し
て
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
左
琴
で
あ
る
。
左
琴
は
上
越
高
田
の
俳
人
で
士
朗
門
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
室
氏
。
俗
称
市
右
衛
門
。
住
于
越
后
州
高
田
。
文
化
十
一
年
春
卒
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
五
十
一
枚
目
に
あ
る
。
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中
央
よ
り
左
一
列
目
は
「
風
流
の
巻
」
と
い
う
軸
を
手
に
持
つ
越
後
の
喜
年
で
あ
る
。
江
口
善
平
と
い
う
士
朗
門
人
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
記
載
は
な
い
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
二
十
六
枚
め
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
前
は
大
阪
の
青
梁
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
記
載
は
な
い
が
、〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
前
頭
十
六
枚
目
に
「
サ
ツ
マ
青
梁
」
と
載
っ
て
い
る
。
そ
の
一
段
目
は
裃
姿
の
奥
州
の
素
郷
で
あ
る
。
奥
州
盛
岡
生
ま
れ
で
、
上
京
し
て
蘭
更
門
に
。
奥
羽
四
天
王
の
一
人
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
氏
小
野
。
号
松
濤
。
俗
称
永
二
。
奥
州
南
部
盛
岡
処
士
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
記
載
は
な
い
。
中
央
よ
り
左
二
列
目
は
堂
島
米
彦
で
あ
る
。
大
坂
堂
島
三
丁
目
の
人
。
長
谷
彦
太
郎
。
米
屋
の
屋
号
か
ら
米
彦
と
も
白
雀
園
と
も
号
し
た
。『
万
家
人
名
録
』
に
記
載
は
な
い
が
、『
万
家
人
名
録
』
の
校
正
を
し
て
い
る
俳
人
で
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
西
の
方
前
頭
九
番
目
に
あ
る
。
二
段
目
は
丹
波
の
武
陵
で
あ
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
号
杜
陰
。
丹
州
篠
山
城
西
大
山
人
」と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉に
は
記
載
な
し
。
最
前
列
は
江
戸
国
村
で
あ
る
。
巣
兆
の
高
弟
で
鶴
声
居
と
も
号
し
た
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
江
戸
姓
高
橋
。
通
称
源
蔵
。
江
戸
千
住
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
四
十
二
枚
目
に
あ
り
。
前
に
は
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
名
古
屋
沙
汝
が
い
る
。
名
古
屋
本
重
町
常
瑞
寺
の
住
職
で
名
は
了
栄
。
暁
台
門
に
入
り
、
松
叟
ま
た
は
花
癖
祥
汝
と
称
し
た
。
士
朗
と
は
極
め
て
親
し
く
尾
張
五
老
の
一
人
。『
万
家
人
名
録
』に
は「
号
花
癖
。
住
于
尾
州
名
古
屋
常
瑞
寺
。」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
記
載
は
な
い
。
中
央
よ
り
左
三
列
目
に
は
宇
洋
、
椎
巳
、
春
坡
、
蕉
雨
が
並
ぶ
。
大
津
の
宇
洋
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
前
田
氏
。
俗
称
新
六
。
居
于
江
州
大
津
湊
町
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
前
頭
七
十
六
枚
目
の
記
載
が
あ
る
。
松
坂
の
椎
巳
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
姓
倉
田
氏
・
号
椎
亭
。
通
称
孫
右
衛
門
。
勢
州
津
城
西
大
塚
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
は
東
の
方
前
頭
六
十
八
枚
目
に
記
載
が
あ
る
。
春
坡
は
呉
服
商
大
丸
四
代
目
の
当
主
。
几
菫
の
門
人
。『
万
家
人
名
録
』
は
「
下
村
氏
。
京
師
人
。
号
遅
日
庵
」
の
記
載
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
記
載
な
し
。
信
州
飯
田
の
蕉
雨
は
士
朗
門
人
。
富
豪
で
あ
っ
た
が
俳
諧
に
入
れ
あ
げ
江
戸
へ
移
住
し
た
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
姓
桜
井
。
通
称
三
郎
左
衛
門
。
号
八
巣
。
信
州
飯
田
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉）
に
は
記
載
な
し
。
中
央
よ
り
左
四
列
目
に
は
後
ろ
よ
り
外
宮
省
我
、
京
布
セ
ツ
、
江
戸
梅
夫
が
描
か
れ
て
い
る
。
外
宮
省
我
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
齋
藤
氏
・
上
総
国
長
柄
郡
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
記
載
な
し
。
京
布
雪
は
『
万
家
人
名
録
』
に
記
載
無
し
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
前
頭
四
十
九
番
目
に
記
載
が
あ
る
。
梅
夫
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
五
十
嵐
氏
。
俗
称
文
六
、
東
都
人
」
の
記
載
が
あ
り
、〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
前
頭
二
十
八
枚
目
に
記
載
が
あ
る
。
一
枚
摺
の
左
端
の
隅
の
列
に
は
後
ろ
か
ら
尾
張
の
大
蘇
、
京
の
岱
李
、
茂
良
、
伊
勢
の
孔
阜
、
三
輪
の
佳
雄
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
蘇
は
士
朗
に
師
事
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
俗
称
山
城
屋
左
兵
衛
・
居
干
尾
州
名
古
屋
大
曾
根
竹
屋
町
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
記
載
は
な
い
。
岱
李
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
姓
八
木
氏
。
名
盈
寧
。
俗
称
卯
兵
衛
。
京
寺
町
－ 41 －
通
押
小
路
下
住
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
方
前
頭
四
十
四
枚
目
に
記
載
が
あ
る
。
茂
良
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
住
于
洛
北
野
紅
梅
殿
傍
満
蔵
院
、
氏
清
瀬
、
名
昌
雄
。
号
葎
庵
」
記
載
が
あ
り
、
〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
四
十
九
枚
目
の
位
置
で
あ
る
。
伊
勢
の
孔
阜
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
俗
称
長
井
左
兵
衛
。
住
于
勢
州
神
戸
」
と
あ
る
が
、〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
記
載
は
な
い
。
三
輪
の
佳
雄
は
『
万
家
人
名
録
』〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
共
に
記
載
無
し
。
以
上
、
一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
を
検
証
し
た
が
、
八
割
近
く
の
俳
人
が
『
万
家
人
名
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
も
載
っ
て
い
る
俳
人
が
多
い
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
の
手
が
か
り
も
見
出
せ
な
い
俳
人
も
い
た
。
三
、「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
と
『
草
神
楽
』『
八
重
山
吹
』
西
国
行
脚
に
で
た
梅
夫
と
濱
藻
の
旅
日
記
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
五
年
間
に
も
及
ぶ
行
脚
の
足
取
り
や
様
子
は
、
二
人
が
上
梓
し
た
『
草
神
楽
』
『
八
重
山
吹
』
の
中
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
梅
夫
の
『
草
神
楽
』
は
半
紙
本
六
冊
、
文
化
八
年
刊
。
井
上
士
朗
の
序
。
興
行
場
所
や
興
行
日
の
不
明
な
歌
仙
も
二
十
六
巻
ほ
ど
あ
る
が
、
歌
仙
七
十
二
、
半
歌
仙
三
十
五
を
天
・
禮
・
楽
・
射
・
御
・
発
句
集
の
六
冊
に
収
め
、
京
烏
丸
の
俳
諧
書
肆
勝
田
善
助
か
ら
版
行
し
た
。
娘
濱
藻
の
『
八
重
山
吹
』
は
女
性
ば
か
り
の
俳
諧
連
句
集
で
、
半
紙
本
二
冊
。
序
は
美
松
の
志
宇
。
歌
仙
十
五
、
半
歌
仙
三
を
天
・
地
の
二
冊
に
収
め
、
文
化
六
年
頃
に
や
は
り
京
の
書
肆
勝
田
善
助
か
ら
上
版
し
て
い
る
。
こ
の
両
書
か
ら
一
枚
摺
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
を
検
証
す
る
。
文
化
三
年
梅
夫
・
濱
藻
は
江
戸
を
発
っ
た
。
そ
の
時
の
様
子
は
信
濃
の
俳
人
雲
帯
宛
て
の
書
簡()
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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春
ハ
松
の
う
ち
に
も
出
立
い
た
し
度
候
。
光
琳
風
画
家
大
阪
芳
帰
郷
に
て
大
か
た
大
坂
迄
同
道
い
た
し
候
と
奉
存
候
。（
中
略
）
上
田
へ
お
ど
り
四
五
番
も
残
し
置
申
し
た
く
候
。
藪
原
へ
一
二
夜
、
夫
よ
り
松
本
に
す
こ
し
滞
留
い
た
し
度
候
。
松
本
ハ
余
り
〳
〵
応
じ
方
澹
と
御
座
な
く
候
間
□
広
餬
噂
被
下
た
く
候
大
阪
江
戸
堀
五
丁
目
近
江
屋
新
作
か
た
迄
、
御
文
通
被
下
候
得
バ
相
廻
し
申
候
。
亦
尾
州
士
朗
師
迄
。
右
両
所
之
内
へ
ね
が
ひ
上
候
以
上
。
雲
帯
先
生
松
の
内
に
江
戸
を
発
ち
た
い
こ
と
、
大
坂
迄
は
帰
郷
す
る
絵
師
の
中
村
芳
中
と
一
緒
で
あ
る
こ
と
。
帰
路
は
中
山
道
経
由
で
、
上
田
の
雲
帯
の
所
に
よ
る
こ
と
。
さ
ら
に
士
朗
に
連
絡
を
頼
む
こ
と
や
旅
先
で
の
文
音
取
次
所
ま
で
書
か
れ
て
い
る
書
簡
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
半
年
、『
草
神
楽
』
で
の
最
初
の
興
行
地
は
安
芸
御
手
洗
で
、
樗
堂
と
の
三
吟
歌
仙
で
あ
る
。
樗
堂
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
は
「
栗
田
氏
。
予
州
松
山
人
。
遊
于
芸
御
手
洗
」
の
記
載
が
あ
り
、
最
終
巻
に
跋
を
添
え
て
い
る
。
更
に
、〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
で
は
、
成
美
と
並
ん
で
行
司
の
位
置
に
あ
り
、
当
時
の
俳
壇
に
お
け
る
重
鎮
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
化
丙
寅
六
月
廿
六
日
安
芸
御
手
洗
南
湖
山
に
二
畳
庵
を
あ
る
じ
と
し
て
－ 42 －
松
風
の
中
を
行
也
夏
の
月
波
間
藻
何
も
お
も
は
ず
眠
る
青
鷺
樗
堂
客
ぶ
り
も
あ
ろ
じ
も
か
は
る
庵
に
て
梅
夫
濱
藻
を
主
客
と
し
て
、
樗
堂
、
さ
ら
梅
夫
に
堂
々
の
付
け
句
で
あ
る
。
樗
堂
宅
か
ら
梅
夫
・
濱
藻
は
九
州
小
倉
へ
渡
り
、
九
月
十
一
に
は
長
崎
に
着
い
た
。
長
崎
の
久
松
菊
也
邸
で
催
さ
れ
た
歌
仙
が
『
草
神
楽
』「
天
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
天
」
は
文
化
三
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
肥
前
長
崎
で
の
興
行
歌
仙
を
記
録
し
て
い
る
。
特
に
、士
朗
の
序
文
に
は「
草
か
ぐ
ら
は
と
こ
ろ
〳
〵
に
俳
諧
を
た
ゝ
き
あ
り
く
の
名
な
り
、
そ
の
ひ
ゞ
き
瓊
の
浦
に
よ
く
転
び
て
を
か
し
き
音
の
出
た
れ
ば
こ
れ
を
一
集
の
は
じ
め
と
し
て
と
き
こ
へ
け
る
あ
ら
お
も
し
ろ
の
拍
子
や
な
士
朗
」
と
あ
る
よ
う
に
、
長
崎
固
有
の
地
名
を
入
れ
て
書
い
て
い
る
事
で
あ
り
、
長
崎
へ
の
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
事
が
伺
わ
れ
る
。
長
崎
で
は
菊
也
宅
に
身
を
寄
せ
た
。
菊
也
は
当
時
町
年
寄
り
で
あ
り
、
江
戸
に
出
て
道
彦
に
学
び
、
成
美
と
も
親
交
の
あ
っ
た
俳
人
で
あ
る
。『
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
』
に
は
東
の
方
前
頭
三
十
一
枚
目
に
在
り
、『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
久
松
氏
。
俗
称
熊
十
郎
。
号
九
月
堂
、
又
、
執
中
井
。
住
于
肥
前
長
崎
西
浜
町
」
の
記
載
が
あ
る
。
『
草
神
楽
』
の
「
天
の
部
」
で
は
吾
友
と
の
歌
仙
興
行
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
天
」
部
の
冒
頭
歌
仙
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
九
月
十
四
日
の
長
崎
執
中
亭
興
行
の
も
の
で
あ
る
。
文
化
丙
寅
（
文
化
三
年
）
年
菊
月
十
六
日
長
崎
松
の
森
に
て
（
十
一
吟
）
楚
江
・
登
竜
・
其
映
ら
と
吾
友
同
座
の
十
一
吟
歌
仙
で
あ
る
。
文
化
丙
寅
（
文
化
三
年
）
年
菊
月
十
六
日
長
崎
松
の
森
白
菊
に
塵
履
き
よ
せ
ん
朝
ぼ
ら
け
楚
江
提
て
は
こ
ぼ
す
水
の
三
日
月
登
竜
は
ら
〳
〵
と
鳥
立
さ
は
ぐ
露
降
て
其
映
山
の
根
岸
に
轆
轤
挽
な
り
盤
露
春
の
日
の
暮
さ
う
に
し
て
小
一
時
爛
友
す
だ
れ
外
せ
ば
桃
の
花
咲
友
之
手
を
つ
い
て
草
の
蛙
の
歌
申
梅
夫
奈
良
の
み
や
こ
は
微
雨
勝
也
波
間
藻
甲
斐
な
く
も
人
の
跡
に
は
つ
か
ぬ
と
て
祥
禾
子
に
な
ぶ
ら
る
ゝ
洗
ひ
髪
か
な
吾
友
四
五
枚
の
筵
妬
く
も
畳
み
け
り
烏
考
初
折
裏
か
ら
は
楚
江
・
濱
藻
・
祥
禾
・
梅
夫
の
五
人
で
万
尾
。
さ
ら
に
、
同
十
五
日
に
は
、
長
崎
平
田
氏
興
行
と
題
し
て
、
濱
藻
・
吾
友
・
烏
考
・
楚
江
・
夫
と
の
五
吟
。
同
十
月
一
日
に
は
長
崎
秋
山
氏
興
行
と
し
て
、
吾
友
・
梅
夫
の
両
吟
歌
仙
。
同
十
月
十
二
日
は
長
崎
於
大
同
庵
時
雨
会
興
行
と
し
て
、
十
四
吟
歌
仙
を
巻
い
て
い
る
。
吾
友
と
の
最
終
歌
仙
は
同
年
十
一
月
二
十
日
の
日
見
峠
で
の
其
映
と
梅
夫
、
濱
藻
と
の
四
吟
歌
仙
で
あ
る
。
こ
の
歌
仙
に
は
、
興
行
場
所
不
明
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
前
書
き
が
つ
い
て
い
る
。
親
子
ふ
た
り
が
草
に
身
を
置
く
も
の
か
ら
た
ま
の
う
ら
波
に
ふ
き
付
け
ら
れ
し
は
丙
寅
九
月
十
一
日
の
事
な
り
、
か
た
〴
〵
の
ち
な
み
よ
り
雪
霜
の
愁
な
く
け
ふ
や
霜
月
廿
四
烏
帰
杖
を
吾
友
・
其
映
の
小
野
湖
に
送
れ
て
日
見
峠
よ
り
見
帰
り
〳
〵
秋
冬
の
う
つ
り
か
は
り
を
三
月
越
梅
夫
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雪
の
小
蓑
に
す
が
り
て
は
行
其
映
色
か
へ
ぬ
松
の
あ
る
じ
と
は
や
さ
れ
て
吾
友
月
よ
り
丸
き
も
の
と
て
は
な
し
波
間
藻
日
見
峠
で
の
別
れ
の
興
行
ま
で
、
吾
友
と
は
数
多
く
歌
仙
を
巻
き
、
親
交
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。
長
崎
で
の
七
十
日
間
の
滞
在
期
間
で
父
娘
が
交
流
し
た
俳
人
の
顔
ぶ
れ
は
菊
也
・
馬
印
・
吾
友
・
烏
考
・
吾
友
・
楚
江
・
登
竜
・
其
映
・
盤
露
・
友
之
・
蘇
十
・
な
ど
二
十
一
名
で
あ
っ
た
。
十
一
月
に
長
崎
を
発
っ
た
梅
夫
ら
は
、
十
二
月
に
は
筑
後
・
筑
前
と
遊
歴
し
、
翌
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
は
赤
間
が
関
を
越
え
、
備
後
・
安
芸
・
備
中
へ
と
歩
を
進
め
、
暮
れ
の
十
二
月
に
は
讃
岐
の
松
原
で
越
年
を
し
て
い
る
。
文
化
五
年
は
讃
岐
の
小
豆
島
で
の
歌
仙
興
行
。
文
化
六
年
四
月
に
は
京
へ
上
っ
て
き
て
い
た
。
一
枚
摺
り
に
描
か
れ
て
い
る
布
雪
・
岱
李
・
茂
良
は
『
草
神
楽
』「
御
」
の
部
の
第
一
巻
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「御
」
は
「
射
」
に
続
く
文
化
六
年
四
月
か
ら
十
一
月
に
巻
か
れ
た
歌
仙
を
中
心
に
、
文
化
四
年
に
興
行
さ
れ
た
四
歌
仙
、
文
化
七
年
に
興
行
さ
れ
た
二
歌
仙
を
加
え
た
記
録
で
あ
る
。
文
化
六
年
四
月
京
芭
蕉
堂
で
の
歌
仙
興
行
で
あ
る
。
主
は
芭
蕉
堂
の
蒼
虬
。
京
師
東
山
於
芭
蕉
堂
み
じ
か
夜
と
お
も
は
る
ゝ
な
り
貴
船
川
蒼
虬
夏
山
吹
の
ぼ
ち
〳
〵
と
咲
梅
夫
一
疋
馬
に
二
つ
の
役
も
ち
て
何
頼
柱
の
は
た
に
た
て
る
徳
利
波
間
藻
雨
の
月
馬
に
柞
が
散
ば
柏
ち
る
千
阿
い
と
ゞ
は
髭
を
こ
が
さ
れ
て
飛
ぶ
茂
良
酒
桶
に
階
子
を
か
け
た
る
朝
寒
に
岱
李
来
る
と
惟
然
が
毎
日
も
来
る
布
雪
蘭
更
の
没
後
、
蒼
虬
は
芭
蕉
堂
主
と
し
て
京
俳
壇
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
た
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
、「
姓
成
田
。
号
南
無
庵
。
加
賀
金
沢
人
。
住
于
洛
東
東
山
双
林
寺
芭
蕉
堂
。
蘭
更
門
人
」
と
あ
る
。〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
西
の
大
関
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
。
そ
の
蒼
虬
が
こ
の
歌
仙
の
催
主
で
、
脇
を
梅
夫
が
付
け
て
い
る
。
表
八
句
に
は
布
雪
・
岱
李
・
茂
良
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
門
人
が
十
一
人
集
っ
て
の
興
行
で
あ
り
、
京
に
上
り
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
で
の
興
行
は
い
か
に
華
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
か
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
後
二
人
は
、
京
を
離
れ
、
五
月
四
日
に
は
大
津
で
五
来
（
申
齋
）
と
三
吟
歌
仙
。さ
み
だ
れ
の
め
で
た
さ
を
見
よ
竹
の
朝
五
来
撫
子
ま
で
が
宿
の
草
な
り
波
間
藻
尻
こ
は
き
馬
追
込
を
常
に
し
て
梅
夫
濱
藻
ら
に
会
っ
た
五
来
の
嬉
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
歌
仙
で
あ
る
。
続
い
て
五
月
十
日
に
は
近
江
の
平
松
美
松
亭
で
、
濱
藻
は
志
宇
と
の
両
吟
歌
仙
を
巻
い
て
い
る
。
『
八
重
山
吹
』「
地
」
に
は
次
の
歌
仙
が
あ
る
。
文
化
己
巳
五
月
七
日
近
江
平
松
美
松
亭
興
行
宇
治
乙
方
の
わ
た
り
に
て
柴
舟
は
直
な
も
の
な
り
ほ
と
と
ぎ
す
波
間
藻
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雪
の
夜
明
け
の
景
色
卯
の
花
志
宇
黒
茶
碗
そ
れ
に
も
並
ぶ
ひ
さ
ご
に
て
ゝ
胡
麻
殻
は
た
く
秋
は
来
に
け
り
藻
鳩
ふ
き
が
声
の
先
よ
り
二
日
月
ゝ
も
の
い
ふ
や
う
に
芒
う
な
づ
く
宇
桜
木
の
宮
は
あ
れ
か
と
立
つ
く
し
藻
身
の
ひ
と
つ
だ
を
か
く
す
薄
雲
宇
こ
こ
で
、
濱
藻
は
『
八
重
山
吹
』
の
序
文
を
志
宇
に
お
願
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
八
重
山
吹
』
の
序
文
に
は
「
は
た
し
て
其
道
を
能
く
す
る
も
の
は
柔
な
り
と
い
え
ど
も
必
ず
剛
し
と
や
、
濱
藻
の
乙
女
ぞ
俳
諧
に
し
て
は
群
が
る
を
の
こ
の
中
を
も
出
ぬ
け
、
其
名
隠
れ
な
き
に
、
は
た
絵
を
も
能
し
て
春
宵
の
遊
び
に
触
れ
…
…
」
と
あ
り
、
志
宇
は
濱
藻
の
多
く
の
才
能
を
賛
美
し
た
。
『
草
神
楽
』「
御
」
の
部
に
は
、
志
宇
の
夫
で
平
松
の
代
官
で
あ
る
奥
村
徳
純
こ
と
亜
渓
と
梅
夫
と
の
両
吟
歌
仙
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
鳴
き
さ
う
な
空
よ
り
鳴
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す
梅
夫
古
茶
の
花
香
も
風
情
な
す
比
亜
渓
葉
ふ
た
つ
の
笛
の
こ
ゝ
ろ
や
様
す
ら
ん
同
五
本
の
傘
を
五
人
し
て
持
夫
月
の
さ
す
松
の
小
枝
を
引
留
同
の
ぼ
り
た
る
初
た
る
汐
の
浜
荻
渓
こ
こ
か
ら
わ
ず
か
二
日
後
、
五
月
十
二
日
に
父
娘
は
伊
勢
大
塚
の
椎
亭
に
着
座
し
て
い
る
。
椎
亭
（
俳
号
烏
翠
）・
朴
所
と
四
吟
に
興
じ
て
い
る
こ
の
歌
仙
も
『
草
神
楽
』「
御
」
の
部
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
椎
亭
こ
と
、
烏
翠
は
勢
州
津
城
西
大
塚
人
で
、『
万
家
人
名
録
』〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
も
記
載
が
あ
る
。
文
化
巳
巳
五
月
十
二
日
椎
亭
に
て
夕
暮
は
み
な
藪
に
入
る
田
植
哉
烏
翠
水
鳥
を
聞
て
と
も
す
油
火
梅
夫
硯
に
も
な
る
べ
き
石
を
恵
む
ら
ん
朴
所
柿
を
か
た
げ
つ
庭
め
ぐ
り
し
つ
濱
藻
一
方
へ
人
の
か
た
ぶ
く
宵
月
に
夫
ひ
し
こ
の
網
に
か
ゝ
る
大
鯛
翠
さ
ら
に
烏
翠
と
、
翌
日
に
も
父
娘
は
三
吟
を
巻
い
て
い
る
。
そ
の
後
二
人
は
伊
勢
を
離
れ
、
摂
津
、
灘
・
明
石
を
回
っ
て
再
び
九
月
に
伊
勢
に
戻
っ
て
い
る
。
『
草
神
楽
』「
御
」
に
は
大
磯
を
立
ち
、
伊
勢
で
濱
藻
ら
と
出
会
っ
た
行
脚
俳
人
葛
三
を
交
え
て
の
歌
仙
が
あ
る
。
そ
の
歌
仙
に
喜
年
が
同
座
し
、
途
中
か
ら
省
我
が
一
座
し
て
い
る
。
文
化
己
巳
九
月
六
日
伊
勢
な
が
み
ね
に
て
稲
の
香
や
四
五
日
休
む
旅
づ
か
れ
葛
三
松
を
見
に
行
軒
の
宵
月
椿
堂
狩
人
の
遠
山
が
よ
ひ
袷
着
て
梅
夫
釣
瓶
の
水
を
水
に
う
ち
込
む
喜
年
ほ
ろ
〳
〵
と
降
て
過
た
る
薄
あ
ら
れ
波
間
藻
枯
行
萩
の
夕
暮
れ
の
声
暁
浦
椿
堂
は
『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
徳
田
氏
。
号
東
竹
庵
。
俗
称
長
兵
衛
、
勢
州
山
田
人
」
と
あ
り
〈
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
〉
に
は
東
の
方
前
頭
十
七
枚
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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翌
菊
月
七
日
伊
勢
山
田
す
ゝ
き
庵
興
行
に
は
京
東
山
芭
蕉
堂
で
歌
仙
を
巻
い
た
茂
良
が
京
か
ら
参
上
し
て
加
わ
り
、
三
十
吟
と
い
う
大
所
帯
で
歌
仙
を
巻
い
て
い
る
。
九
月
九
日
に
は
「
す
す
き
庵
」
で
不
ト
、
葛
三
、
梅
夫
・
濱
藻
の
四
吟
歌
仙
を
、
九
月
八
日
は
「
伊
勢
西
行
谷
夜
興
」
と
題
し
て
椿
堂
・
省
我
・
茂
良
・
ら
が
一
座
し
て
の
十
一
吟
半
歌
仙
で
あ
る
。
月
見
と
て
旅
に
ゐ
る
さ
へ
い
そ
が
し
き
椿
堂
暗
き
と
こ
ろ
に
蓑
虫
の
声
葛
三
秋
の
水
鮎
も
鯎
も
淀
む
ら
ん
翠
川
木
の
葉
集
め
て
人
帰
る
な
り
省
我
新
し
き
板
戸
に
雪
の
梅
の
花
仙
風
夜
明
が
ら
す
の
十
ヲ
ば
か
り
鳴
く
梅
夫
舟
長
の
日
和
も
し
ら
ぬ
舟
に
ゐ
て
虚
舟
水
に
戻
り
し
酢
の
匂
ひ
な
き
茂
良
た
の
み
た
る
呉
羽
の
神
の
影
も
が
な
波
間
藻
平
安
時
代
末
期
の
歌
人
の
西
行
法
師
が
一
時
住
ん
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
雰
囲
気
が
し
の
ば
れ
る
場
所
で
の
夜
興
は
ど
ん
な
に
か
心
弾
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
翌
十
日
は
「
省
我
な
る
人
を
主
と
し
て
吟
月
亭
」
と
題
し
て
の
十
一
吟
の
半
歌
仙
で
あ
り
、
伊
勢
で
は
連
日
歌
仙
興
行
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
野
秀
・
大
商
・
大
蘓
は
、『
草
神
楽
』「
禮
」
の
部
の
興
行
年
月
日
、
場
所
未
記
載
の
士
朗
を
取
り
巻
く
歌
仙
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
。「
禮
」
に
は
冒
頭
に
「
天
」
と
少
し
の
異
同
あ
る
士
朗
の
序
が
あ
る
。「
天
」
の
序
「
草
か
く
ら
は
と
こ
ろ
〳
〵
に
」
の
箇
所
が
「
桑
園
の
草
神
楽
は
」
と
異
同
が
あ
り
、
士
朗
の
署
名
後
の
空
白
に
は
「
文
化
六
と
い
ふ
己
巳
と
し
葉
月
」
の
一
行
を
加
え
て
い
る
。「
禮
」
の
第
一
歌
仙
か
ら
第
四
歌
仙
ま
で
の
士
朗
を
取
り
巻
く
連
中
と
の
歌
仙
と
、「
草
神
楽
追
加
」
と
い
う
文
字
で
区
切
ら
れ
た
難
波
・
摂
兵
庫
・
伊
賀
上
野
・
河
内
等
の
歌
仙
が
記
録
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
『
草
神
楽
』「
禮
」
の
第
一
歌
仙
は
七
吟
で
、
岳
輅
を
首
賓
と
し
て
梅
夫
が
脇
を
勤
め
、
第
三
句
を
士
朗
、
四
句
を
濱
藻
が
付
け
て
い
る
。
同
座
す
る
の
は
、
竹
有
・
卓
池
・
大
阜
と
い
ず
れ
も
尾
張
の
俳
壇
の
重
鎮
で
あ
る
。
梅
盗
む
人
は
大
か
た
月
夜
か
な
岳
輅
松
と
る
あ
と
に
向
ふ
高
藪
梅
夫
春
風
の
尻
吹
お
こ
す
鴨
啼
て
士
朗
壁
も
か
は
か
ぬ
家
に
宿
か
る
濱
藻
桶
す
え
る
ほ
ど
は
欠
こ
む
山
の
は
ら
竹
有
第
二
歌
仙
は
梅
夫
が
主
客
を
、
桂
五
が
脇
を
、
濱
藻
が
三
句
、
岳
輅
が
四
句
、
士
朗
が
五
句
を
付
け
て
の
五
吟
で
あ
る
。
第
三
歌
仙
は
濱
藻
が
主
客
、
士
朗
が
脇
を
付
け
、
竹
有
が
三
句
、
梅
夫
が
四
句
を
付
け
、
大
商
、
松
叟
（
沙
汝
）
岳
輅
・
秋
挙
ら
に
よ
る
十
八
吟
で
あ
る
。
閑
古
鳥
お
ぼ
つ
か
な
き
を
は
じ
め
哉
波
間
藻
夏
の
海
辺
に
草
ま
く
ら
し
て
士
朗
月
が
出
た
ら
門
た
ゝ
き
見
ん
八
重
葎
竹
有
院
の
君
に
萩
め
さ
る
日
に
梅
夫
第
四
歌
仙
に
は
士
朗
が
主
客
・
脇
を
秋
挙
・
三
句
を
浜
藻
が
付
け
、
大
商
・
野
秀
・
大
蘓
ら
の
十
六
吟
で
あ
る
。
庵
の
蚤
芙
蓉
の
花
に
か
く
れ
け
り
士
朗
あ
つ
さ
う
す
ら
ぐ
有
明
の
松
秋
挙
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八
月
に
な
る
よ
り
人
は
野
に
山
に
波
間
藻
旅
の
け
し
き
を
お
く
る
あ
き
風
士
朗
雨
三
粒
い
つ
の
侭
な
る
芒
の
穂
九
岳
母
よ
と
な
く
か
藪
の
小
雀
梅
夫
こ
れ
ら
四
つ
の
歌
仙
は
興
行
日
未
記
入
で
あ
る
が
、
浜
藻
の
『
八
重
山
吹
』
に
、
文
化
己
巳
六
月
二
日
尾
張
野
秀
亭
に
て
関
守
の
笑
ふ
で
も
な
し
閑
古
鳥
素
月
樗
の
花
を
蓑
笠
に
し
て
波
間
藻
と
、
野
秀
の
妻
で
あ
る
素
月
と
の
両
吟
歌
仙
の
記
録
が
あ
り
、
夫
で
あ
る
野
秀
が
こ
の
「
禮
」
の
第
四
歌
仙
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
や
、
梅
夫
が
雲
帯
に
宛
て
た
書
簡
に
、「
二
タ
月
此
節
と
も
唯
俳
諧
斗
せ
り
立
い
た
し
居
此
節
の
発
句
な
し
親
子
と
も
松
翁
と
両
吟
、
此
度
も
三
巻
に
及
び
申
候
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
文
化
己
巳
六
月
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
梅
夫
・
浜
藻
父
娘
は
、
五
月
に
伊
勢
を
離
れ
て
、
九
月
に
伊
勢
に
戻
る
間
に
尾
張
に
滞
在
し
、
士
朗
を
囲
ん
で
文
化
六
年
六
月
に
歌
仙
興
行
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
時
、「
難
波
の
巻
」（
興
行
年
月
日
未
記
載
）
に
は
『
万
家
人
名
録
』
編
者
の
七
五
三
長
斎
や
瑞
馬
や
魯
陰
ら
と
二
十
九
句
の
連
歌
俳
諧
の
記
録
が
あ
る
。
夏
菊
の
さ
ら
り
と
咲
て
夜
明
け
た
り
瑞
馬
桑
の
市
た
つ
村
の
中
道
梅
夫
丸
一
里
股
引
ほ
ど
く
川
越
て
魯
隠
用
あ
る
や
う
に
鳩
の
鳴
出
す
濱
藻
酔
伏
の
月
待
筵
か
り
寒
げ
長
斎
瑞
馬
や
魯
陰
は
長
斎
の
柿
壺
結
社
の
仲
間
で
あ
り
、
三
人
と
も
『
万
家
人
名
録
』
に
記
載
が
あ
る
。
米
彦
・
青
梁
・
丹
頂
は
、『
草
神
楽
』「
禮
の
部
」
の
「
追
加
」
の
難
波
の
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
米
彦
が
主
客
、
脇
を
濱
藻
が
付
け
、
竹
斎
が
三
句
、
梅
夫
が
四
句
を
付
け
、
百
堂
・
青
梁
・
丹
頂
が
一
座
し
て
の
半
歌
仙
で
あ
る
。
二
三
り
ん
小
桜
咲
ぬ
我
守
り
ぬ
米
彦
家
持
そ
め
し
春
の
夕
暮
波
間
藻
蛤
の
口
も
ふ
た
が
ず
入
る
月
に
竹
斎
蝉
草
と
い
ふ
草
の
芽
に
立
梅
夫
亦
青
梁
が
主
客
、
浜
藻
が
脇
、
米
彦
が
三
句
、
梅
夫
が
四
句
を
付
け
て
の
四
吟
歌
仙
も
難
波
で
巻
い
て
い
る
。
こ
の
日
付
で
あ
る
が
、
長
斎
か
ら
雲
帯
に
宛
て
た
文
化
六
年
十
二
月
十
五
日
の
書
簡()
に
「
鴫
立
庵
葛
三
子
も
先
ご
ろ
滞
留
ニ
14
而
折
角
御
噂
仕
御
床
敷
奉
存
候
」
と
あ
り
、
葛
三
は
大
坂
滞
在
中
に
青
梁
・
百
堂
・
米
彦
ら
と
歌
仙
を
ま
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梅
夫
父
娘
が
彼
ら
と
会
っ
た
の
は
こ
の
時
と
考
え
ら
れ
る
。
千
影
・
烏
頂
・
宇
洋
の
三
人
は
『
草
神
楽
』「
禮
の
部
」
の
文
化
庚
卯
（
七
年
）
四
月
二
十
七
日
粟
津
義
仲
寺
の
夜
興
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
千
影
は
三
井
寺
円
満
坊
の
寺
侍
で
「
時
雨
会
」
の
催
主
。
烏
頂
・
宇
洋
も
江
州
大
津
の
人
で
「
時
雨
会
」
の
中
心
的
連
衆
で
あ
る
。
「
粟
津
義
仲
寺
夜
興
」と
題
し
て
の
歌
仙
。
主
客
は
千
影
、脇
を
梅
夫
が
付
け
、
三
句
を
宇
洋
、
四
句
を
濱
藻
、
五
句
を
仙
風
、
六
句
を
烏
頂
が
付
け
て
の
六
吟
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半
歌
仙
で
あ
る
。
此
中
に
宿
か
し
鳥
や
夕
桜
千
影
露
に
菫
の
傘
を
敷
も
の
梅
夫
蜑
が
子
の
転
が
る
春
の
嬉
し
く
て
宇
洋
眉
よ
り
薄
き
山
の
有
る
無
し
波
間
藻
烏
頂
に
つ
い
て
は
雲
帯
に
宛
て
た
文
化
五
年
十
二
月
十
日
推
定
の
書
簡()
が
あ
14
る
。
梅
夫
・
は
ま
藻
こ
れ
は
み
な
月
の
末
に
野
子
へ
た
ち
よ
り
な
に
花
の
か
た
へ
す
ぐ
に
く
だ
り
候
。
此
セ
ツ
は
四
国
を
放
れ
九
州
に
く
だ
り
お
る
と
の
事
に
御
座
候
。
追
〳
〵
西
国
行
脚
の
も
の
登
噂
致
候
梅
夫
・
濱
藻
が
九
州
行
脚
に
赴
い
た
時
期
は
文
化
三
年
七
月
頃
で
、
文
化
五
年
十
二
月
推
定
と
い
う
の
は
時
期
が
旅
程
と
ず
れ
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
書
簡
の
文
面
か
ら
し
て
文
化
三
年
の
六
月
ご
ろ
に
九
州
に
下
る
前
に
大
津
に
立
ち
寄
り
、
烏
頂
に
会
っ
た
の
だ
ろ
う
と
予
測
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
以
前
か
ら
烏
頂
、
雲
帯
、
梅
夫
・
濱
藻
ら
は
文
音
を
通
し
て
交
流
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
に
描
か
れ
た
俳
人
四
十
名
（
梅
夫
・
濱
藻
含
む
）
と
『
草
神
楽
』『
八
重
山
吹
』
に
録
さ
れ
て
い
る
俳
人
と
の
関
係
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
梅
夫
・
濱
藻
の
西
国
行
脚
の
経
路
上
の
俳
人
は
、
季
東
・
吾
友
・
烏
頂
、
友
鳳
・
亜
渓
・
し
う
女
・
大
商
・
芳
之
・
丹
頂
・
千
影
・
申
齋
・
野
秀
・
鶴
鳴
・
青
梁
・
米
彦
・
武
陵
・
宇
洋
・
椎
巳
・
沙
汝
・
春
坡
・
布
セ
ツ
・
大
蘇
・
省
我
・
岱
李
・
茂
良
・
孔
阜
・
佳
雄
と
、
三
十
八
名
中
の
二
十
七
名
の
俳
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
旅
路
の
興
行
で
付
け
合
い
を
し
た
俳
人
は
、
吾
友
・
烏
頂
、
し
う
女
・
亜
渓
・
大
商
・
丹
頂
・
千
影
・
申
齋
・
野
秀
・
青
梁
・
米
彦
・
宇
洋
・
椎
巳
・
沙
汝
布
セ
ツ
・
省
我
・
岱
李
・
茂
良
の
十
八
人
で
あ
る
。
残
り
の
九
人
の
内
、
季
東
・
友
鳳
・
鶴
鳴
・
武
陵
・
春
坡
・
大
蘇
の
六
人
は
『
草
神
楽
』「
発
句
部
」
に
句
を
寄
せ
て
い
る
。
特
に
武
陵
に
つ
い
て
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
二
月
二
十
日
付
け
の
申
斎
か
ら
武
陵
に
当
て
た
書
簡()
、
15
（
前
略
）
此
の
せ
つ
梅
夫
・
は
ま
も
な
と
天
橋
見
ニ
貴
地
へ
廻
り
申
候
筈
也
。
先
日
廻
書
し
た
た
め
さ
し
出
し
候
。
出
杖
申
候
ハ
ゝ
よ
ろ
し
く
御
伝
声
可
被
下
候
。（
後
略
）
か
ら
、
一
座
を
組
ん
で
付
け
合
い
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
梅
夫
の
帰
路
の
事
な
ど
を
事
前
に
連
絡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
申
斎
も
武
陵
も
以
前
か
ら
梅
夫
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
仲
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
芳
之
・
孔
阜
の
二
名
は
『
万
家
人
名
録
』
に
載
っ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
手
掛
か
り
の
な
い
の
は
佳
雄
一
人
で
あ
る
。
梅
夫
・
濱
藻
の
旅
路
か
ら
外
れ
て
い
る
俳
人
は
十
一
人
。
飛
騨
の
儲
史
。
奥
州
の
平
角
・
素
郷
。
信
州
の
柳
荘
・
素
檗
・
蕉
雨
。
江
戸
の
春
蟻
・
国
村
・
雨
塘
。
越
後
の
左
琴
・
喜
年
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
越
後
の
喜
年
は
葛
三
の
よ
う
に
行
脚
し
な
が
ら
伊
勢
に
赴
い
た
の
か
未
確
認
で
あ
る
が
、
文
化
己
巳
九
月
六
日
伊
勢
長
峰
で
の
十
一
吟
歌
仙
に
同
座
し
て
い
る
。
残
り
の
十
人
の
内
、
儲
史
・
平
角
・
柳
荘
・
素
檗
・
蕉
雨
・
春
蟻
の
六
人
は
『
草
神
楽
』「
発
句
部
」
に
句
を
寄
せ
て
い
る
俳
人
で
あ
る
。
残
り
の
四
人
は
『
万
家
人
名
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
俳
人
で
あ
る
。
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一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
は
、
十
九
人
が
梅
夫
・
濱
藻
の
西
国
へ
の
行
脚
の
中
で
付
け
合
い
を
し
た
俳
人
で
あ
り
、
十
二
人
の
俳
人
が
『
草
神
楽
』「
発
句
部
」
へ
入
集
し
た
俳
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
体
の
八
割
の
俳
人
が
『
草
神
楽
』『
八
重
山
吹
』
と
関
係
し
て
い
る
俳
人
で
あ
る
こ
と
だ
。
ま
た
江
戸
の
雨
塘
や
越
後
の
左
琴
、
奥
州
盛
岡
の
素
郷
、
伊
勢
の
孔
阜
、
江
戸
国
村
ら
十
人
の
よ
う
に
『
万
家
人
名
録
』
と
重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
俳
人
が
多
く
、
一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
の
八
割
が
そ
れ
に
当
る
。
こ
の
点
か
ら
は
編
者
で
あ
る
長
斎
の
関
与
が
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
が
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
源
蕉
翁
座
」
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
の
中
で
唯
一
接
点
が
見
出
せ
な
い
の
は
佳
雄
で
あ
る
。
し
か
し
三
輪
の
佳
雄
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
『
草
神
楽
』「
禮
の
部
」
に
は
、
興
行
年
月
日
未
記
載
の
「
河
内
の
巻
」
や
「
伊
賀
上
野
の
巻
」
等
が
あ
り
、
そ
こ
に
連
中
と
し
て
同
座
し
た
耒
耟
や
若
翁
等
に
今
回
の
一
枚
摺
の
情
報
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
、
一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
と
『
時
雨
会
集
』
と
の
関
係
「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
の
一
枚
摺
は
、
梅
夫
・
濵
藻
の
西
国
行
脚
と
は
無
関
係
で
な
い
こ
と
が
検
証
で
き
た
。
西
国
行
脚
で
の
梅
夫
・
濱
藻
父
娘
の
興
行
回
数
は
百
二
十
七
回
で
、
興
行
に
加
わ
っ
た
俳
人
は
延
べ
六
百
余
人
に
も
達
し
た
。
そ
の
中
で
一
枚
摺
に
描
か
れ
た
俳
人
と
は
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
に
、
蕉
風
を
顕
彰
す
る
『
時
雨
会
集
』
と
の
関
係
を
検
証
す
る
。
「
時
雨
会
」
と
は
、
芭
蕉
の
墓
の
あ
る
粟
津
の
義
仲
寺
で
、
芭
蕉
の
命
日
（
元
禄
七
年
十
月
十
二
日
（
一
六
九
四
））
の
十
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
芭
蕉
顕
彰
の
供
養
の
会
で
あ
る
。
そ
の
時
刊
行
さ
れ
る
撰
集
が
『
時
雨
会
集
』
で
あ
る
。
撰
集
構
成
は
連
句
興
業
と
奉
納
発
句
で
あ
り
、
地
方
の
蕉
門
の
常
連
が
下
支
え
を
し
た
。
入
集
地
域
も
全
国
的
で
あ
り
、
天
保
五
年
ま
で
長
期
に
及
ん
で
い
る
。
「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
は
『
時
雨
会
集
』
に
入
集
し
て
い
る
俳
人
が
多
く
、
刊
行
さ
れ
て
か
ら
文
化
七
年
ま
で
の
間
に
句
を
奉
納
し
て
い
る
人
が
八
割
に
も
上
っ
て
い
る
。
特
に
多
い
の
は
千
影
（
大
津
）、
烏
頂
（
大
津
）・
亜
渓
（
近
江
）・
申
斎
（
近
江
）・
宇
洋
（
大
津
）・
し
う
（
近
江
）
で
素
郷
（
南
洲
）・
蕉
雨
（
信
州
）・
春
坡
（
京
）
な
ど
で
あ
り
、
義
仲
寺
ゆ
か
り
の
地
の
俳
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
反
対
に
『
時
雨
会
』
へ
の
入
集
の
な
い
俳
人
は
李
東
（
伊
勢
）・
雨
塘
（
江
戸
）・
喜
年
（
越
後
）・
青
梁
（
大
阪
）
は
・
沙
汝
（
尾
張
）・
孔
阜
（
勢
州
）・
佳
雄
（
三
輪
）
の
八
人
で
あ
る
。
濱
藻
は
文
化
六
年
の
西
国
行
脚
中
の
一
回
だ
け
『
時
雨
会
集
』
に
発
句
を
奉
納
し
て
い
る
。
し
か
も
濱
藻
は
梅
夫
、
成
美
ら
と
共
に
、「
遅
参
」
と
い
う
括
り
の
中
で
あ
る
。
梅
夫
は
安
永
九
年
・
天
明
元
年
・
文
化
六
年
・
文
政
三
年
と
安
永
年
間
か
ら
数
年
投
句
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
長
斎
は
寛
政
十
一
年
・
文
化
七
年
・
文
政
三
年
・
文
政
五
年
と
や
は
り
数
年
に
わ
た
っ
て
投
句
を
し
て
い
る
。
一
茶
は
西
国
行
脚
が
最
初
で
あ
り
、
寛
政
七
年
・
寛
政
八
年
・
寛
政
九
年
・
寛
政
十
一
年
・
寛
政
十
二
年
・
文
政
五
年
と
寛
政
期
が
多
い
。
成
美
は
安
永
二
年
・
安
永
五
年
・
天
明
三
年
・
天
明
七
年
・
寛
政
八
年
・
寛
政
十
年
・
文
化
六
年
・
文
化
十
年
・
文
化
十
一
年
と
安
永
の
頃
か
ら
文
化
十
一
年
の
成
美
が
身
罷
る
年
ま
で
の
投
句
で
あ
り
、
深
く
芭
蕉
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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濱
藻
が
『
時
雨
会
集
』
に
奉
納
し
た
文
化
六
年
に
は
吾
友
・
烏
頂
・
儲
史
・
亜
渓
・
志
宇
・
大
商
・
芳
之
・
千
影
・
申
斎
・
濱
藻
・
野
秀
・
春
蟻
・
宇
洋
・
春
坡
・
梅
夫
・
布
雪
・
蕉
雨
・
大
蘇
と
約
半
分
の
十
八
名
の
俳
人
の
名
が
あ
る
。
一
枚
摺
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
文
化
七
年
」
の
『
時
雨
会
集
』
に
は
烏
頂
・
亜
渓
・
志
宇
・
芳
之
・
宇
洋
・
千
影
・
布
雪
・
茂
良
の
八
人
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
俳
人
と
梅
夫
・
濱
藻
父
娘
の
西
国
行
脚
の
中
で
の
興
行
関
係
を
み
る
と
、
吾
友
・
烏
頂
・
亜
渓
・
志
宇
・
大
商
・
千
影
・
申
斎
・
野
秀
・
宇
洋
・
布
雪
の
十
二
人
が
一
座
の
連
衆
と
し
て
同
座
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
残
り
の
儲
史
・
春
蟻
・
春
坡
・
蕉
雨
・
大
蘇
は
「
発
句
部
」
に
句
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
か
ら
一
枚
摺
に
描
か
れ
て
い
る
俳
人
は
、
芭
蕉
敬
慕
の
念
を
持
っ
た
俳
人
で
あ
り
、
梅
夫
・
濱
藻
と
の
興
行
の
中
か
ら
話
が
生
ま
れ
、
梅
夫
・
濱
藻
が
義
仲
寺
を
訪
れ
た
時
に
一
枚
摺
は
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
一
枚
摺
「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
は
記
さ
れ
て
い
る
「
今
文
化
七
庚
ノ
午
半
」
や
「
蕉
風
一
躰
」
の
文
言
等
か
ら
梅
夫
・
濱
藻
の
西
国
へ
の
旅
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
、『
草
神
楽
』『
八
重
山
吹
』
を
通
し
て
検
証
・
考
察
し
た
。
描
か
れ
て
い
る
俳
人
の
五
割
に
あ
た
る
人
が
梅
夫
・
濱
藻
ら
と
一
座
を
組
ん
で
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
仲
間
で
あ
り
、
残
り
の
内
の
三
割
の
俳
人
が
『
草
神
楽
』
の
「
発
句
部
」
に
句
を
寄
せ
て
い
た
俳
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
の
一
枚
摺
は
梅
夫
・
濱
藻
父
娘
の
西
国
行
脚
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
芭
蕉
顕
彰
へ
の
意
識
の
高
い
俳
人
と
の
中
で
出
来
上
が
っ
た
一
枚
摺
で
も
あ
っ
た
。
梅
夫
・
濱
藻
ら
は
西
国
行
脚
の
中
で
、
俳
諧
の
中
心
地
・
義
仲
寺
を
訪
れ
た
。
義
仲
寺
は
芭
蕉
ゆ
か
り
の
寺
。
そ
こ
へ
の
道
中
で
付
け
合
い
を
通
し
て
数
多
く
の
俳
人
と
交
流
を
温
め
た
。
梅
夫
・
濱
藻
を
含
む
彼
ら
が
趣
向
を
凝
ら
し
、
こ
の
「
日
本
俳
諧
根
元
蕉
翁
座
」
の
一
枚
摺
が
成
立
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
【
注
】
(1
)｢く
ら
ま
も
つ
こ
」：
寛
政
十
一
年
成
美
編
。「
秋
風
や
手
習
い
の
墨
と
く
か
は
く
江
戸
少
女
は
ま
も
」
と
入
集
。
(2
)『万
家
人
名
録
』：
大
坂
の
七
五
三
長
斎
が
編
纂
し
、
米
彦
が
校
正
を
加
え
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
書
肆
勝
田
善
助
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
『
万
家
人
名
録
』
に
は
、
濱
藻
は
肖
像
画
付
き
で
、「
つ
ゆ
よ
り
も
さ
き
に
の
ほ
る
や
け
ふ
の
月
」
の
讃
句
と
「
東
都
五
十
嵐
梅
夫
女
」
の
書
入
れ
が
左
隅
に
囲
み
で
入
っ
て
い
る
。
梅
夫
は
一
丁
の
中
に
三
十
数
人
の
俳
人
と
一
緒
に
あ
り
「
梅
夫
、
五
十
嵐
文
六
、
東
都
人
」
の
み
の
記
載
。
な
お
『
万
家
人
名
録
』
に
入
集
し
て
い
る
俳
人
名
の
検
索
に
は
、『
万
家
人
名
録
人
名
索
引
』（『
近
世
文
学
論
輯
』
森
川
昭
編
者
有
限
会
社
和
泉
書
院
発
行
一
九
九
三
年
）
を
利
用
し
た
。
(3
)西
国
行
脚
の
中
で
、
梅
夫
・
濱
藻
は
儒
者
で
あ
る
武
元
北
林
に
出
会
っ
た
。
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、『
北
林
遺
稿
上
』
に
漢
詩
二
編
が
残
さ
れ
て
い
る
。
贈
梅
夫
千
里
勝
遊
佳
句
多
／
吟
成
毎
付
雪
見
歌
／
相
逢
相
別
怱
怱
裏
／
山
雨
江
雲
奈
恨
何
贈
波
間
藻
梅
夫
女
善
俳
諧
将
赴
小
豆
洲
瑜
伽
山
上
偶
仙
娥
／
聞
得
樽
前
白
雲
歌
／
所
恨
人
間
難
久
接
／
滄
洲
一
去
阻
烟
波
ま
た
、
菅
茶
山
と
も
出
会
っ
た
。
文
化
五
年
（
一
八
○
六
）
七
月
十
一
日
『
菅
家
往
問
記
』「
丁
卯
七
月
十
一
日
江
戸
大
伝
馬
町
三
丁
目
新
道
／
桑
園
梅
夫
／
波
間
藻
－ 50 －
／
五
十
嵐
文
六
」『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
後
編
』
に
は
漢
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
女
俳
諧
師
濱
藻
索
詩
菅
茶
山
弓
鞋
不
畏
道
程
長
／
酔
月
吟
花
向
遠
方
／
彤
管
到
頭
栽
綿
綉
／
何
如
歸
作
嫁
衣
装
(4
)『草
神
楽
』『
八
重
山
吹
』
は
富
山
県
立
図
書
蔵
館
本
を
底
本
と
し
た
。
『
草
神
楽
』
の
序
文
は
尾
張
の
井
上
士
朗
で
あ
る
。
草
か
ぐ
ら
は
と
こ
ろ
〳
〵
に
は
い
か
い
を
た
ゝ
き
あ
り
く
の
名
な
り
け
り
。
そ
の
ひ
ゞ
き
瓊
の
浦
に
よ
く
転
び
て
、
を
か
し
き
音
の
出
た
れ
ば
、
こ
れ
を
一
集
の
は
じ
め
と
し
て
と
き
こ
へ
け
る
。
あ
ら
お
も
し
ろ
の
拍
子
や
な
士
朗
『
八
重
山
吹
』
の
序
文
は
志
宇
で
あ
る
。
は
た
し
て
其
道
を
能
く
す
る
も
の
は
柔
な
り
と
い
へ
ど
も
剛
し
と
や
、
濱
藻
の
乙
女
ぞ
は
い
か
い
に
し
て
は
む
ら
が
る
を
の
こ
の
中
を
も
出
ぬ
け
、
其
名
隠
れ
な
き
に
は
た
絵
を
も
能
し
て
春
宵
の
遊
び
に
ふ
れ
鶴
ふ
た
つ
を
つ
く
り
出
す
に
ひ
と
つ
は
雄
に
し
て
い
き
ほ
ひ
勇
に
た
か
く
、
ひ
と
つ
は
雌
に
し
て
形
い
み
じ
う
な
ご
や
か
に
書
と
り
け
れ
ば
、
い
け
る
も
か
く
や
と
も
て
は
や
す
に
、
打
す
ゝ
む
ね
よ
と
の
鐘
に
や
、
こ
も
れ
ば
程
な
く
明
る
槙
の
戸
を
押
開
よ
り
夢
も
の
語
を
始
め
け
り
、
扨
写
し
け
る
鶴
の
ふ
と
動
き
出
、
羽
づ
か
ひ
頭
も
た
げ
な
ど
し
て
、
雲
井
に
む
か
ふ
け
し
き
た
つ
こ
は
い
か
に
せ
ん
と
い
ひ
あ
つ
か
い
、
と
か
く
す
る
う
ち
を
の
が
れ
背
に
す
へ
西
の
方
へ
行
に
（
中
略
）
日
の
も
と
に
女
ど
ち
の
附
句
と
ゝ
の
ふ
と
は
此
乙
女
ぞ
、
女
ぶ
り
の
は
じ
め
な
ら
ま
し
と
く
集
に
も
の
せ
よ
と
て
、
其
名
を
八
重
山
吹
と
つ
け
た
ま
ふ
。
心
ば
へ
の
は
か
り
し
ら
れ
ぬ
は
一
勺
井
に
、
旅
寝
せ
し
一
夜
の
夢
の
面
影
と
い
ふ
は
し
書
を
せ
よ
と
の
心
に
ま
か
せ
て
、
そ
ゞ
ろ
事
面
ぬ
る
も
の
な
り
。
う
つ
く
し
枩
の
志
宇
志
宇
と
は
旅
の
後
も
文
通
が
あ
り
、
そ
の
書
簡
は
現
在
「
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
(5
)成
美
：
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
一
月
生
。
江
戸
浅
草
蔵
前
の
札
差
。
夏
目
氏
。
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
（
文
化
八
年
）
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
と
も
に
行
司
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
姓
夏
目
。
号
随
齋
。
又
日
贄
亭
。
東
都
人
住
于
多
田
森
。」
梅
夫
・
濱
藻
も
成
美
と
の
交
流
が
頻
繁
に
あ
っ
た
。
成
美
と
の
書
簡
一
通
は
現
在
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。。
(6
)道
彦
：
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
（
文
化
八
年
）
で
は
東
の
関
脇
。
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
で
は
東
の
方
大
関
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
「
村
上
氏
。
陸
奥
人
。
号
金
令
舎
。
来
住
于
東
都
本
白
銀
町
」。
道
彦
と
の
書
簡
は
現
在
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
に
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
(7
)『
日
本
書
肆
学
大
系
俳
人
の
手
紙
』
の
後
扉
の
参
考
資
料
。
雲
英
末
雄
氏
蔵
か
ら
68
掲
載
）。
(8
)｢寛
政
期
の
俳
諧
一
枚
摺
￤
雲
帯
を
中
心
に
」『
江
戸
文
学
第
二
五
号
』
雲
英
末
雄
監
修
。
二
○
○
二
年
ぺ
り
か
ん
社
発
行
(9
)道
彦
の
「
甲
子
十
月
十
日
」
の
一
枚
摺
さ
は
つ
て
も
荏
殻
の
匂
ふ
夜
寒
か
な
み
ち
彦
秋
日
和
芒
の
ち
る
を
よ
そ
に
見
る
素
池
笠
の
う
ち
に
日
の
入
に
け
り
九
月
尽
梅
夫
十
時
庵
時
雨
会
の
最
中
に
主
が
越
よ
り
申
し
お
こ
し
た
る
ほ
句
の
は
じ
に
冬
柱
庵
が
（
素
也
）
が
三
国
峠
の
雪
の
中
へ
さ
か
さ
ま
に
落
馬
し
て
女
郎
花
の
歌
も
詠
ぬ
あ
り
さ
ま
大
笑
な
り
し
と
の
事
を
南
岳
が
お
か
し
が
り
其
梯
を
戯
画
た
る
を
始
と
し
て
各
其
日
の
ほ
く
を
書
き
つ
け
前
書
き
に
続
い
て
濱
藻
、
柳
荘
等
の
発
句
が
摺
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
誌
学
大
系
続
俳
人
の
手
紙
附
一
枚
刷
』
71
矢
羽
勝
幸
編
青
裳
堂
書
店
平
成
七
年
刊
(
)雲
帯
発
行
の
文
化
八
年
士
朗
の
古
希
を
祝
っ
た
一
枚
摺
。
10
霞
よ
り
出
て
か
す
み
を
行
日
か
な
素
従
松
毎
に
名
を
付
て
見
ん
ゆ
ふ
霞
如
渕
こ
と
た
り
し
も
の
に
日
の
さ
す
嶺
か
な
素
白
－ 51 －
正
月
を
誰
と
か
た
る
ぞ
梅
の
花
は
ま
も
春
雨
や
京
の
駕
舁
皆
若
き
梅
夫
古
希
祝
年
つ
む
や
と
し
〳
〵
に
年
の
う
つ
く
し
き
士
朗
『
日
本
書
誌
学
大
系
俳
諧
摺
物
図
譜
』
後
藤
憲
二
編
集
青
裳
堂
書
店
平
成
四
66
年
刊
成
沢
雲
帯
は
信
州
上
田
原
町
の
人
。
七
郎
左
衛
門
。
上
田
嶋
な
ど
の
太
物
商
。
町
役
も
務
め
た
。
加
舎
白
雄
は
師
で
あ
る
が
、
自
由
に
句
作
し
、
成
美
ら
と
も
交
流
し
た
。
遊
俳
。
(
)『時
雨
会
集
』：
芭
蕉
の
命
日
で
あ
る
十
月
十
二
日
二
義
仲
寺
で
行
わ
れ
る
供
養
「
時
11
雨
会
」
で
あ
り
、
そ
の
時
連
句
興
行
。
奉
納
発
句
を
選
集
さ
れ
た
追
善
の
俳
書
が
『
時
雨
会
集
』
で
あ
る
。『
時
雨
会
集
』
は
宝
暦
十
三
年
〜
天
保
五
年
ま
で
の
七
十
一
年
間
発
行
さ
れ
た
。
諸
国
か
ら
の
奉
納
句
が
あ
り
、
書
中
「
四
来
奉
納
」
の
標
題
で
一
括
さ
れ
る
一
群
の
発
句
が
あ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
『
時
雨
会
集
』
へ
の
入
集
の
検
索
に
は
『
時
雨
会
集
成
』（
大
内
初
夫
監
修
。
義
仲
寺
発
行
平
成
五
年
十
一
月
刊
行
）
を
利
用
し
た
。
(
)新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
（
文
化
八
年
）：
世
話
人
は
境
の
喜
斎
・
大
津
12
の
五
来
・
安
芸
の
凡
十
・
大
坂
の
銀
獅
・
大
坂
の
百
堂
・
長
斎
・
兵
庫
の
一
草
・
灘
の
士
川
・
飛
騨
の
一
左
・
加
賀
の
車
大
・
大
坂
の
転
城
・
江
戸
の
春
蟻
で
あ
る
。
最
上
段
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
十
名
は
、
乙
二
・
道
彦
・
素
居
・
素
檗
・
嵐
外
・
葛
三
・
午
心
・
平
角
・
眉
山
・
巣
兆
・
蒼
虬
・
升
六
・
木
海
・
篤
老
・
満
和
・
幸
雄
（
梅
室
）・
瓢
風
・
対
竹
（
鳳
朗
）・
祥
禾
・
竹
斎
で
あ
る
。
『
日
本
書
誌
学
体
系
俳
人
の
手
紙
』
後
藤
憲
二
編
青
裳
堂
書
店
の
後
扉
の
参
考
68
資
料
。
(
)諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
：
こ
の
番
付
に
は
刊
行
年
の
記
載
が
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
13
い
て
矢
羽
勝
幸
氏
は
、『
俳
人
番
付
か
ら
見
た
一
茶
』（『
一
茶
の
総
合
研
究
』
矢
羽
勝
幸
編
集
・
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
信
濃
毎
日
新
聞
社
発
行
）
の
中
で
、「
文
化
期
の
江
戸
俳
壇
を
賑
わ
し
て
い
た
「
道
彦
」「
乙
二
」「
一
茶
」
な
ど
の
名
が
上
段
に
登
場
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
間
違
い
な
く
文
化
期
の
も
の
で
、
さ
ら
に
文
化
期
な
ら
当
然
登
場
し
て
よ
い
大
阪
の
大
伴
大
江
丸
（
文
化
二
年
没
）
や
下
村
春
坡
（
文
化
七
年
没
）
の
名
が
な
く
、
文
化
八
年
に
亡
く
な
っ
た
柳
荘
や
同
九
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
成
美
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
、
推
測
さ
れ
る
。」
と
論
じ
て
い
る
。
行
司
は
成
美
、
士
朗
、
か
と
り
、
岳
格
、
喜
齋
、
関
叟
。
な
お
こ
の
番
付
表
に
は
濱
藻
ら
が
西
国
行
脚
の
中
で
立
ち
寄
っ
た
地
域
の
俳
人
と
の
重
複
が
多
く
、「
諸
国
正
風
俳
諧
士
番
付
」
掲
載
の
俳
人
百
二
十
六
人
の
う
ち
、
四
割
強
に
あ
た
る
五
十
八
人
の
俳
人
が
『
草
神
楽
』『
八
重
山
吹
』
の
興
行
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
（
長
野
県
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
:昭
和
十
五
年
特
別
展「
郷
土
の
俳
諧
」に
図
版
あ
り
。
(
)『日
本
書
誌
学
体
系
書
簡
に
よ
る
近
世
後
期
の
俳
諧
の
研
究
│
「
俳
人
の
手
紙
」
正
14
74
統
編
注
解
』
矢
羽
勝
幸
著
青
裳
堂
書
店
：
平
成
九
年
刊
。
(
)『武
陵
来
簡
集
』：
大
谷
篤
蔵
編
。
西
尾
精
一
発
行
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
発
行
15
（
つ
か
も
と
て
る
み
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
）
－ 52 －
